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道路ができると暮らしが変わる

～道路整備に関するパネル展を開催します～

平成28年3月5日に一部区間の開通を予定している国道３３号高知西バイパスに期

待される効果をはじめ、高知県内の道路整備によるストック効果※や、道路の老朽化
対策に関するパネル展を開催します。
この機会に、道路の役割について関心を持って頂ければと思います。

※ストック効果：整備された社会資本が機能することによって、継続的に中長期的に得られる
効果のこと。

【概要】
開催日：平成28年2月1日（月）～ 平成28年2月14日（日）

※土日もご覧頂けます。

場 所：高知県庁１階 エントランスホール

展示物：①高知西バイパスに期待される効果に関するパネル
②高知県内の道路整備によるストック効果に関するパネル
③道路の老朽化対策に関するパネル

共 催：高知県

本施策は、「No.5圏域の連携による発展に向けた地域向上プロジェクト」、「No.6防災力向
上プロジェクト」の取り組みに該当します。

お問い合わせ先（○主な問い合わせ先）

四国地方整備局 土佐国道事務所 TEL：088-884-0359（代表）

副所長（改築） 沖上 茂人 （内線２０４）
おきうえ し げ と

○計画課長 北川 順 （内線２６１）
きたがわ じゆん



●会場位置図

＜高知県庁 １階エントランスホール＞

ＪＲ高知駅

至 南国市至 松山市

高知県庁
（会場）

鏡川

至 土佐市

至 高知港

高知城
384

34

33

56

32

●開催期間

平成２８年２月１日（月）～平成２８年２月１４日（日）



●展示パネルの一例 

高知西バイパスの開通によって期待される効果 

道路整備によるストック効果の発現事例 道路の老朽化対策 


